
　　　　75,993 人（－ 64）
男　　　37,767 人（－ 29）
女　　　38,226 人（－ 35）
世帯数　30,704 世帯（＋ 12）
（　）内は前月との比較

人の動き【2018/2/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳

出生   45　   転入 152

死亡 117　   転出 144

石岡の今を伝える

石　岡広
報 2018
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57 年間、ありがとう



城
南
中
学
校
の
現
在

　

高
浜
駅
を
望
む
富
士
見
が
丘
の

高
台
に
建
つ
、
石
岡
市
立
城
南
中

学
校
は
、
昭
和
36
年
に
高
浜
中
学

校
と
関
川
中
学
校
の
統
合
に
よ
り

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、

三
村
中
学
校
も
統
合
し
ま
し
た
。

生
徒
数
は
15
ク
ラ
ス
６
３
０
人
と

な
り
、
歴
代
最
多
を
記
録
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
進
展
す
る

少
子
化
の
波
は
当
市
で
も
例
外
で

は
な
く
、
城
南
中
学
校
の
現
在
の

生
徒
数
は
１
２
１
人
。
前
述
の
昭

和
37
年
時
と
比
較
す
る
と
、
約
５

分
の
１
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
再
編
の
検
討

　

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育

環
境
の
た
め
、
市
で
は
平
成
20
年

に
「
石
岡
市
小
中
学
校
統
合
計
画

審
議
会
」
に
よ
る
小
中
学
校
の
適

正
規
模
・
適
正
配
置
の
検
討
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

翌
年
３
月
に
は
、
市
長
に
「
石

岡
市
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
に
つ
い
て
の
答
申
書
」
が

提
出
さ
れ
、
市
内
の
小
中
学
校
の

統
合
・
再
編
の
具
体
的
な
検
討
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

八
郷
中
学
校
の
創
設

　

市
内
で
最
初
に
統
合
の
検
討
が

な
さ
れ
た
の
は
、
八
郷
地
区
の
有

明
中
学
校
、
柿
岡
中
学
校
、
八
郷

南
中
学
校
の
３
校
で
す
。
平
成
21

年
の
説
明
会
を
皮
切
り
に
、
各
地

区
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
保
護
者
な
ど
と
検

討
を
進
め
、
平
成
25
年
４
月
、
３

校
を
統
合
再
編
し
た
「
八
郷
中
学

校
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

統
合
前
は
、
各
校
で
生
徒
数
が

年
々
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
、
全
校
生
徒
数
４
９
０
人
の

中
学
校
と
し
て
、
部
活
動
な
ど
で

も
好
成
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

市
内
で
２
校
目

城
南
中
学
校
が
統
合
へ

　

八
郷
中
学
校
の
創
設
後
、
市
内

２
校
目
と
な
る
、
石
岡
中
学
校
と

城
南
中
学
校
の
統
合
の
検
討
が
平

成
26
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
や
保
護
者
の
ご
協
力
の
も

と
、
統
合
に
向
け
た
様
々
な
検
討

が
な
さ
れ
、
城
南
中
学
校
は
本
年

４
月
か
ら
石
岡
中
学
校
と
統
合
再

編
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
に
愛
さ
れ
た
城
南
中
学
校
。

惜
し
ま
れ
つ
つ
も
、
そ
の
57
年
の

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。

ありがとう　城南中学校
―石岡中学校と統合再編へ―
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な
ぜ
今
、

　
　統
合
が
必
要
な
の
か

教
育
現
場
で
は
年
々
、
児
童
生

徒
数
の
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
国
の
中
学
生
の
数
は
平

成
に
入
っ
て
か
ら
昨
年
度
ま
で

に
、
約
１
９
６
万
人
も
減
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
石
岡
中
学
校
と
統
合
再

編
と
な
る
城
南
中
学
校
を
例
に
し

て
も
、
こ
こ
10
年
で
生
徒
数
が
約

半
分
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
小
規
模
化
が
進
む
と
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
様
々
な
影
響

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
学
校
を
適
正
規
模
に
保
つ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

適
正
な
規
模
と
は
？

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
の

適
正
規
模
を
次
の
よ
う
に
基
準
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

小
学
校

　

ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
で
あ
る
各

学
年
２
学
級
以
上
の
12
学
級
以
上

中
学
校

　

ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
で
、
全
て

の
教
科
の
担
任
が
配
置
で
き
る
９

学
級
以
上

　

こ
の
適
正
規
模
の
基
準
を
満
た

し
て
い
る
学
校
は
、
市
内
全
25
校

の
小
・
中
学
校
の
う
ち
、
わ
ず
か

８
校
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

昭和 36 年
４月

　高浜中学校、関川中学校の
　統合により城南中学校開校

昭和 37 年
４月 　三村中学校が統合

昭和 41 年
２月

　体育館竣工　
　城南中学校落成式典
　創立記念日を制定

昭和 55 年
１月 　武道館完成

平成２年
11 月 　創立 30 周年記念式典・事業

平成７年
４月 　新体育館完成

平成22 年
10 月 　創立 50 周年記念式典・事業

平成 26 年
3 月

　小・中学校統合計画に関する
　懇談会

平成 26 年
10 月 　保護者説明会

平成 27 年
２月 　PTA 本部役員との懇談会

平成 27 年
７月 　PTA 役員との意見交換会

平成 27 年
８月 　保護者説明会

平成 27 年
９月 　区長との意見交換会

平成 27 年
10 ～ 11 月 　住民説明会

平成 27 年
12 月～ 　統合検討会議

平成 30 年
４月 　石岡中学校と統合

城南中学校の沿革と統合まで

0

100

200

300

400

500

Ｈ29Ｈ18Ｈ元Ｓ60Ｓ50

（人）

平成に入り生徒数は、およそ４分の１近く
まで減少しています。

城南中学校生徒数の推移

426

121

教
育
環
境
へ
の
影
響

　

学
校
の
小
規
模
化
が
進
む
と
、

教
育
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

・
児
童
生
徒
同
士
で
、
切
磋
琢
磨

す
る
機
会
が
少
な
い

・
学
校
行
事
な
ど
活
動
に
制
約
が

生
ま
れ
る

・
人
間
関
係
が
固
定
化
し
や
す
く
、

多
様
な
考
え
に
触
れ
る
こ
と
が
難

し
い

・
進
学
等
で
大
き
な
集
団
へ
所
属

す
る
際
、
適
応
に
困
難
を
き
た
す
可

能
性
が
あ
る

　

統
合
な
ど
に
よ
り
、
適
正
規
模

と
な
る
こ
と
で
次
の
よ
う
な
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

・
多
く
の
人
と
ふ
れ
合
う
こ
と
で
、            

心
の
豊
か
さ
や
心
身
の
た
く
ま        

し
さ
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

・
体
育
や
部
活
動
、
学
校
行
事
を

大
人
数
で
実
施
で
き
る
よ
う
に　

な
り
、
活
動
の
幅
が
広
が
る

教
育
の
未
来

　

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
教
育

環
境
。
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
ど
う

あ
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
、
教
育

の
未
来
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　　　　　　　３　　　広報いしおか３月１日号　№２９８
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在
校
生
や
地
域
の
方
に
聞
き
ま
し
た

城
南
中
学
校
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

▲城南中学校・生徒会旧役員の３年生（前列）と現役員の１・２年生（後列）

少子化という時代の流れ
とは言え、地域のシンボ
ルである学校から、子ど

もたちの声が聞こえなくなることは、誠に寂しく
残念ではあります。
中学校は、子どもから大人への成長過程において
とても大切な時期です。子どもたちには、石岡中
学校と一緒になることにより勉強や部活動の幅が
拡がり、切磋琢磨する仲間も増えますので、自分
を更に高めていってくれることを、心から願って
おります。

仲間と切磋琢磨し、
自分を高めてほしい

本田晃一さん
（PTA 会長）

生
徒
た
ち
の
想
い

　
「
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

歩
く
会
」
と
話
す
の
は
、
昨
年
の

生
徒
会
長
を
務
め
た
木
村
拓た

く
ま真
く

ん
。
歩
く
会
は
毎
年
４
月
に
行
わ

れ
る
全
校
生
徒
が
参
加
す
る
行
事

で
す
。「
歩
く
会
の
お
か
げ
で
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
打
ち
解
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
城
南
中
に

と
っ
て
、
大
切
な
行
事
な
ん
だ
と

感
じ
ま
し
た
」

　

夏
の
体
育
祭
で
は
、
閉
校
記
念

種
目
と
し
て
玉
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
て
く
れ
た
地
域
・
保

護
者
の
方
に
は
、
感
謝
の
カ
ー
ド

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。「
あ
り
が

と
う
」
の
想
い
を
込
め
、
生
徒
た

ち
が
一
枚
一
枚
手
作
り
し
た
も
の

で
す
。

　

体
育
祭
の
実
行
委
員
長
を
務
め

た
、
片
岡
剛ご

う
き月

く
ん
は
「
生
徒
や

地
域
の
方
々
が
楽
し
ん
で
い
る
姿

が
見
ら
れ
て
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
」
と
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
最
後
の
文
化
祭
で
あ

る
城
光
祭
で
、
生
徒
た
ち
が
決
め

た
テ
ー
マ
は
「
む
す
び
」。
Ｐ
Ｔ

Ａ
バ
ザ
ー
や
、
閉
校
記
念
の
卒
業

生
に
よ
る
ゲ
ス
ト
公
演
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

新しい環境でも
諦めない気持ちで

坂本靜さん
（閉校記念実行委員長）

城南中学校は地域の教育
力や個々の知的能力の向
上を図るほか、楽しく学

べる場でありました。地域の方々に愛され親しま
れてきた学校なので、できることなら残してほし
いという思いはありますが、時代とともに少子化
は進んでいます。城南中学校は 57 年という歴史
と伝統に終止符を打ち、生徒は４月から石岡中学
校の生徒とともに新生活を送ります。新しい環境
でも自分の能力を最大限に発揮できるよう、諦め
ない気持ちを持って、頑張ってほしいです。
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₁最後の歩く会で
は筑波山登山に挑
戦₂閉校記念種目
の玉入れ。たくさ
んの方が参加して
くれました
₃城光祭の最後は
全校生徒で合唱を
披露

閉校記念展示室　開催中
　校旗や制服、歴代の卒業アルバム、トロ
フィー・賞状など、城南中学校の伝統と歴史を
刻んだ思い出の品が展示してあります。
期間／３月 24 日�まで
時間／午前８時 30 分～午後４時 30 分
　　　平日　月曜～金曜

₁輝かしい成績を収めた
部活動のトロフィーや盾
₂生徒文集や記念誌が並
びます

₁

₂

城南中学校　閉校式典
　城南中学校の閉校式典を開催します。皆さ
んの理解と協力に支えられてきた城南中学
校。保護者の方はもちろん、卒業生や地域の
方々もぜひお越しください。
日時／３月 24 日�
　受　付　午前８時 30 分～８時 50 分
　第１部　午前９時～９時 40 分
　第２部　午前 10 時～ 11 時 50 分　
※受付は体育館入口で行います　
内容／
　第１部　市長・学校長式辞・生徒代表挨拶・
　　　　　校旗の返納・校歌斉唱など
　第２部　思い出発表（生徒会企画）・思い
　　　　　出の映像上映・吹奏楽部演奏など
　

　

ま
た
、
地
域
の
人
も
参
加
す
る

カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
企
画
し
ま
し

た
。

　

城
光
祭
の
中
で
行
わ
れ
る
恒
例

の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
３
年
生

の
歌
声
を
聞
い
た
本
多
唯ゆ

い
さ
ん

︵
２
年
︶
は
「
指
揮
者
や
伴
奏
者

も
本
気
で
や
っ
て
い
る
こ
と
が
伝

わ
り
、
先
輩
た
ち
が
真
剣
に
取
り

組
む
姿
に
感
動
し
ま
し
た
」
と
話

し
ま
す
。
中
学
生
最
後
の
文
化
祭

と
し
て
臨
ん
だ
３
年
生
の
姿
が
、

心
に
残
る
城
光
祭
と
な
り
ま
し

た
。

城
南
中
を
忘
れ
ず
に
、

自
分
に
自
信
を
持
っ
て

４
月
か
ら
は
石
岡
中
学
校
と
統

合
再
編
し
、
新
生
活
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
城
南
中
の
生
徒
会
は
、

こ
れ
か
ら
石
岡
中
学
校
の
生
徒
会

と
活
動
を
続
け
ま
す
。
統
合
を
前

に
、
生
徒
会
は
石
岡
中
学
校
と
の

交
流
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
生
徒
会
長
の
小
沼
蓮れ

ん
や也
く
ん

︵
２
年
︶
は
「
中
学
校
生
活
は
残

り
１
年
。
生
徒
会
と
し
て
も
精
力

的
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
す
。
親
と
兄
も
城

南
中
に
通
っ
て
い
た
と
い
う
飯
田

稚わ
か
な菜
さ
ん
︵
２
年
︶
は
「
家
族
み

ん
な
が
通
っ
て
き
た
学
校
が
な
く

な
る
の
は
寂
し
い
で
す
。
で
も
こ

れ
か
ら
は
、
環
境
が
変
わ
る
こ
と

で
み
ん
な
が
抱
え
る
不
安
を
、
生

徒
会
と
し
て
解
消
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

生
徒
会
役
員
を
務
め
た
３
年
生

は
「
城
南
中
で
学
ん
だ
こ
と
、
得

た
経
験
、
行
事
を
忘
れ
ず
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」、「
こ
れ
か
ら

は
今
の
何
倍
も
の
人
を
ま
と
め
る

こ
と
に
な
る
け
ど
、
自
分
に
自
信

を
持
っ
て
、
手
本
と
な
る
よ
う
な

存
在
で
い
て
ほ
し
い
で
す
」
と

新
生
活
を
迎
え
る
後
輩
た
ち
に
、

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。　

　　　　　　　５　　　広報いしおか３月１日号　№２９８

₁

₃

₂



　

12
月
13
日
、
国
府
中
学
校
の
全
校
生
徒

を
対
象
に
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

訓
練
は
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
、
日
本
の

領
空
を
通
過
す
る
と
い
う
想
定
で
、
市
内

の
小
中
学
校
で
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。

　

ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
時
の
身
を
守

る
訓
練（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
）を
行
っ

た
り
、
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の
正
し
い
行
動

を
○
×
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
だ
り
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

が
発
令
さ
れ
た
時
の
対
応
が
よ
く
分
か
っ

た
」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、
い
ざ
と
い

う
時
の
備
え
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

J アラートが鳴ったらどうする？
　　　　国府中で避難訓練を実施

▲ちなみに正解は×。まずは安全な場所に車を止めて、車内で待機

ま ち の 話 題

826 人の新成人
　新たな門出を迎える

　1 月 7 日、石岡市民会館で成
人式典が行われました。今年
成人を迎えたのは 826 人。実
行委員を務めた新成人は公立 8
校から 32 人。このうち柿岡中・
有明中、八郷南中の実行委員は、
統合前の最後の卒業生たち。
　新成人の意見発表では、関
俊
しゅんた

太 さ ん（ 八 郷 南 中 ）、 中 島
真
ま お

生さん（国府中）、森寛
か ん た

大さ
ん（石岡中）が登壇。
　支えてくれた家族への感謝、
生まれ育った地域への思い、ど
んな大人になりたいかという今
後の目標を自分の言葉で、まっ
すぐな眼差しで語りました。

　

１
月
29
日
、
本
市
を
含
む
県
内
35
市
町

村
と
福
島
県
い
わ
き
市
は
、
福
島
第
一
・

第
二
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
原
子
力
災

害
が
発
生
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
、
い
わ
き
市
民
を
茨
城
県
内
で
受

け
入
れ
る
広
域
避
難
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

石
岡
市
の
受
け
入
れ
内
容
は
、
い
わ
き

市
平
地
区
市
民
（
１
万
８
０
０
０
人
）
が
、

避
難
経
路
上
に
設
置
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
場
で
放
射
性
物
質
の
付
着
の
有
無
を
確

認
後
、
避
難
中
継
所
（
石
岡
運
動
公
園
）

を
経
由
し
、市
内
39
避
難
所
へ
一
か
月
間
、

一
時
避
難
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

原子力災害時、いわき市民受け入れへ
茨城県内 35市町村と協定締結

▲協定を結んだいわき市と県内各市町村の首長

1実行委員を務めた新
成人たち。みんなの未
来に幸あれ！
2新成人の意見発表を
務めた森さん、中島さ
ん、関さん（写真左か
ら）

1

2
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と
は
竹
で
組
ま
れ
た
垣
根
の
こ
と
。

「
か
わ
い
い
女
の
子
の
い
る
幸
せ

な
家
庭
と
土
地
柄
の
感
じ
が
良
く
出
て
い

る
」
と
評
さ
れ
、
第
31
回
都
々
逸
全
国
大

会
（
常
陸
太
田
市
主
催
）
の
作
詞
の
部
で
、

石
塚
よ
し
江
さ
ん
（
石
岡
）
が
最
高
賞
「
ど

ど
い
つ
大
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

お
題
は
「
佐
・
竹
・
氏
」
の
い
ず
れ
か

の
言
葉
を
詠
み
込
む
折
込
句
。「
ど
の
言

葉
を
使
お
う
か
と
悩
ん
だ
時
に
、ふ
と
昔
、

書
道
で
、
籬
の
文
字
を
何
度
も
何
度
も
書

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
ん
で
す
」

　

30
代
か
ら
書
道
教
室
を
始
め
、
40
代
以

降
は
、
戦
前
戦
中
・
戦
後
を
生
き
抜
い
た

女
性
た
ち
へ
の
聞
き
書
き
を
ま
と
め
る
執

筆
活
動
を
行
い
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
す
石
岡
ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
の
初
代

会
長
も
務
め
ま
し
た
。

　

５
年
ほ
ど
前
に
始
め
た
都
々
逸
は
、
こ

う
し
た
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
中
か
ら
見
え

て
き
た
も
の
を
う
た
っ
て
い
る
と
い
う
石

塚
さ
ん
。
石
岡
に
も
縁
が
深
い
都
々
逸
の

文
化
が
、
次
の
世
代
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

形
県
庄
内
町
が
主
催
の
「
第
11
回

あ
な
た
が
選
ぶ
日
本
一
お
い
し
い

米
コ
ン
テ
ス
ト
in
庄
内
町
」
で
、
岡
田
弘

さ
ん
（
小
屋
）
の
米
が
優
良
金
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
北
海
道
か
ら
鹿
児
島

ま
で
過
去
最
多
の
４
６
５
点
が
エ
ン
ト

リ
ー
。
こ
の
大
会
の
最
大
の
特
徴
は
、
予

選
か
ら
決
勝
ま
で
、
食
味
計
を
使
用
せ
ず

人
間
の
食
味
だ
け
で
日
本
一
を
決
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
予
選
審
査
委

員
は
、
全
国
か
ら
公
募
で
集
ま
り
、

各
家
庭
で
実
際
に
食
さ
れ
審
査
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
経
て
決
定
し
た

ベ
ス
ト
18
に
、
市
内
在
住
の
岡
田

さ
ん
の
米
が
進
み
、
決
勝
で
優
良

金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
、
27
歳
の
と
き
に

家
業
を
継
い
で
、
20
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
土
地
で
の
米
作
り
と
林
業
に
従

事
。
土
壌
改
良
に
も
力
を
入
れ
、

近
所
で
馬
を
飼
っ
て
い
る
人
か
ら

馬
糞
を
譲
り
受
け
、
堆
肥
づ
く
り

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
コ
ン

テ
ス
ト
に
は
、
今
回
で
３
度
目
の

挑
戦
。

　
「
米
作
り
は
、
田
ん
ぼ
の
状
態
を

気
に
か
け
、
手
入
れ
を
す
る
地
道
な
作
業

の
積
み
重
ね
。
甲
子
園
の
夢
を
追
い
か
け

る
高
校
球
児
の
よ
う
な
気
持
ち
で
、
コ
ン

テ
ス
ト
に
は
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
て
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
は
、
と
て
も

励
み
に
な
り
ま
す
」

　

今
回
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
、
お
い
し

い
米
の
産
地
と
し
て
、
石
岡
市
の
米
作
り

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
話
す
声
に
は

力
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

▲「受賞は家族の理解と支えのおかげ」と話す岡田さんと妻の慶子さん

小
屋
の
岡
田
弘
さ
ん

　
日
本
一
お
い
し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
良
金
賞
受
賞

市
内
在
住
の

　
石
塚
よ
し
江
さ
ん
に
、
ど
ど
い
つ
大
賞

赤
い
長
ぐ
つ
　
籬
ま
が
きの
竹
に
　

　
　
　
　
逆
さ
に
干
さ
れ
た
　
雨
上
が
り

石岡市と都々逸のつながり
籬

山

　 都 々 逸 は 江 戸 末 期 に 流 行 っ た
七七七五調の唄。体制への批判や洒脱
な風刺が特徴です。
　文化元年（1804）に、現在の常陸太
田市に生まれ、都々逸節を広めた初代
都々一坊扇歌は、姉の嫁ぎ先である府
中（石岡市）で生涯を終えました。常
陸風土記の丘には「今日の旅 花か紅葉
か知らないけれど 風にふかれてゆくわ
いな」という扇歌の碑があります。国
指定特別史跡「常陸国分寺跡」境内に
あるのは、市内有志が全国の都々逸愛
好者から浄財を集めて昭和 8 年に完成
した扇歌堂。
　都々逸と縁が
深い石岡には石
岡俚謡会（助川
浩史会長）があ
り 70 人 ほ ど の
会 員 が 所 属 し、
都々逸に取り組
んでいます。

たんと売れても売れない日でも
　　　　　　　　同じ機嫌の風ぐるま

▲扇歌堂（絵・岩田正氏）
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申込期限／３月 15 日木
保護者負担金／日額 400 円

（例）３月 26 日～４月５日までの平日 9 日間
で400円× 9日間で3,600円かかります。（新
１年生に限り６日金まで可）
※日にちを指定する等の利用はできません。利
用しない日は欠席とし、保護者負担金は欠席で
も必要になります。
開所日時／月曜日～金曜日の午前８時から午後
６時 30 分。府中・東・南・杉並・園部・柿岡
小のみ土曜日も開所します。
申込方法／各小学校の児童クラブまたは生涯学
習課まで直接申し込みください。申込書は、各
小学校児童クラブ・生涯学習課にあります。ま
たホームページでもダウンロードできます（定
員に空きがある場合のみ受け付けます）
問生涯学習課（支所）  ☎ 43-1111（内線 1363）

学童保育の申し込みお早めに
春休み（3月 26 日～ 4月 5日）

石岡市の子育て支援制度が
一目で分かる！

困ったときの相談窓口

週末のお出かけ情報

詳しくはQRコードから

困ったときの病後児保育
仕事をしながら、子育てしている皆さんへ

お知らせ

岡市には、病気回復期のお子さんを預か
る病後児保育があります。

預け場所／病後児保育室さくらんぼ（石岡市医
　　　　　師会病院隣り・つばさ保育園内）
利用期間／（原則）1 回につき 7 日間
保育時間／平日 午前 8 時～午後 6 時
　　　　　土曜 午前 8 時～午後 1 時
　　　　　※日曜・祝日は休み
利用料金／ 1 日 2,000 円（別途昼食代 500 円）
　　　　　半日 1,000 円

問こども福祉課（本庁）  ☎ 23-1111（内線 173）

石 利用方法

通っている保育所（園）または、
市役所などに申請書を提出します

かかりつけ医の診断書をもらいます

病後児保育室に直接連絡し、予約。
書類を提出して利用

ステップ１

ステップ 2

ステップ３

お知らせ

まずは、
事前登録

利用する

利用する申請書や詳しい利用案内は
ホームページから。
ＱＲコードから確認できます▶
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お知らせ 知っておこう！成年後見制度

お知らせ 安全運転を心がけましょう
75 歳のドライバーの皆さんへ

成 28 年中の年齢層別免許人口 10 万人
あたりの死亡事故件数を見ると、75 歳

未満によるものが 3.8 件であるのに比べて、
75 歳以上のドライバーによるものは 8.9 件と
２倍以上多くなっています。
 

（75 歳以上ドライバーの主な死亡事故の要因から）

運転は慎重に！
▶ハンドルの操作ミスやブレーキとアクセルの
踏み間違いなどの「操作不適」にご注意！
運転に集中して！
▶運転以外のことを考えたり、ぼんやりしてい
て事故になる「漫然運転」にお気をつけください。
安全をよく確認して！
▶安全をよく確認せず、相手車両を見落とした
り、発見が遅れたりして事故になる「安全不確
認」にお気をつけください。
問まちづくり協働課（本庁）  
☎ 23-1111（内線 142）

不安を感じたら、運転免許証の
　　　　　  自主返納を考えませんか？
自主返納したきっかけは？

年後見制度とは、認知症や知的障がい、
精神障がいなどで判断能力が不十分な人

に代わり、後見人などが法的に財産管理や契約
を行う制度です。下の２つの制度があります。

任意後見制度
　元気なうちに将来に備え支援者や支援内容を自
分で決めておく制度。公証役場を通して契約します。
法定後見制度
　家庭裁判所によって選ばれた人が判断能力が
不十分な人を支援する制度。家庭裁判所に申し
立てをします。
問高齢者の成年後見制度は、
　地域包括支援センター☎ 35-1127
　障がい者の成年後見制度は、
　社会福祉課（本庁）  ☎ 23‒1111（内線 157）

成

認知症で一人暮らしの
父（母）を詐欺や悪質
商法から守りたい

親がいなくなったあと
知的障がいのある
子どものために

こんな場合に、成年後見制度

最近物忘れがひどく
なったので財産管理を
してもらいたい

詳しくは、
お問い合わせください。

平

家族に
勧められて
33％

運転の必要がなく
なったように感じた

29.4%

運転に自信が
なくなった
19.2％

運転していて
ヒヤッとした等
その他・未回答

18.4％

平成 27 年度警視庁調査より

自主返納について詳しくは、茨城県警察運転免許セ
ンター（☎ 029-293-8811）石岡警察署（☎ 28-
0110）まで。

こんなことに気をつけて！
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市役所への問い合わせ
1石岡市役所　　☎ 23-1111（代表）
2八郷総合支所　☎ 43-1111（代表）
●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）
　☎ 0800-800-7766
●石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/

情報ネットワーク

市内の月間交通事故件数【1/31 現在】
・人身交通事故…18 件
・死者数…………  1 人
・負傷者数………20 人
・物損事故……  202 件
※（　）内は前年比
問石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

難
病
患
者
福
祉
見
舞
金
の

手
続
き
は
お
早
め
に

▼
昨
年
10
月
か
ら
支
給
申
請
の
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。期
限
内
に
申

請
し
な
い
と
支
給
で
き
な
い
の
で
、

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限
／
３
月
30
日
金

対
象
／
平
成
29
年
10
月
１
日
現
在

市
内
在
住
の
難
病
患
者
（
同
現
在

の
指
定
難
病
３
３
０
疾
患
に
該
当

す
る
人
）

見
舞
金
額
／

一
人
に
つ
き
年
額
３
万
円

申
請
書
類
／

①
石
岡
市
難
病
患
者
福
祉
見
舞
金

支
給
認
定
申
請
書
（
窓
口
・
Ｈ
Ｐ

に
あ
り
ま
す
）

②
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者

証
（
写
）
ま
た
は
当
該
疾
病
に
つ

い
て
継
続
し
て
治
療
を
要
す
る
こ

と
を
証
す
る
医
師
の
診
断
書

③
認
め
印

④
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
（
対
象

者
が
15
歳
未
満
の
場
合
は
保
護
者

名
義
）

※
八
郷
地
区
の
人
は
支
所
市
民
窓

口
課
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

申
問
1
社
会
福
祉
課

　
　
　
（
内
線
１
８
３
）

宝
く
じ
助
成
金
で

山
車
人
形
な
ど
を
整
備

▼
平
成
29
年
度
の
（
一
財
）
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
金

で
、
守
木
町
の
山
車
人
形
・
四
方

幕
・
踊
り
衣
装
な
ど
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施
設

や
備
品
を
整
備
す
る
た
め
の
助
成

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
1
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

　
　
（
内
線
１
４
２
）

申
込
不
要
！
い
ば
ら
き

企
業
説
明
会
２
０
１
８

▼
平
成
31
年
３
月
に
大
学
な
ど
の

卒
業
予
定
者
と
３
年
以
内
の
既
卒

者
を
対
象
に
、
茨
城
労
働
局
・
県
・

県
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
主
催
に
よ
る

企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

1
水
戸
会
場
（
参
加
企
業
63
社
）

日
時
／
３
月
26
日
月

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
／
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

2
土
浦
会
場
（
参
加
企
業
40
社
）

日
時
／
３
月
19
日
月

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
／
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

1
・
2
共
通

参
加
費
／
無
料

問
茨
城
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
６
２
１
８

国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

▼
３
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証
を

発
送
し
ま
す
。

主
な
変
更
点
／

①
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
が
一

体
化
さ
れ
１
枚
に
な
り
ま
す
。

②
保
険
証
の
有
効
期
限
が
原
則
毎

年
７
月
末
と
な
り
ま
す
。

③
保
険
証
の
送
付
方
法
が
簡
易
書

留
に
変
わ
り
ま
す
。

※
手
元
に
届
か
な
い
場
合
、
３
月

末
ま
で
は
郵
便
局
に
、
４
月
以
降

は
保
険
年
金
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

④
保
険
証
の
記
載
内
容
が
一
部
変

わ
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
1
保
険
年
金
課
（
内
線
１
４
３
）

（－ 12）
（＋   1）
（－22）
（＋ 60）

お

知

ら

せ

広報いしおか３月１日号　№２９８　　１０　　　　　　　
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　 高
校
生
以
下
無
料
！

映
画
「
日
本
と
再
生
」
上
映
会

▼
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
考
え
る
内
容
の
映
画
で
す
。

参
加
者
全
員
に
よ
る
抽
選
会
も
あ

り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
６
日
火

１
回
目 

午
後
１
時
30
分
か
ら

２
回
目 

午
後
６
時
か
ら

※
上
映
時
間
１
０
０
分
。
開
場
は

各
回
開
始
30
分
前

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館 

２
階

資
料
代
／
５
０
０
円
（
高
校
生
以

下
無
料
）

問「
日
本
と
再
生
」を
観
る
会（
増
山
）

☎
０
９
０
・
９
３
１
９
・
３
３
５
７

毎
月
開
催

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会

▼
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と

や
将
来
に
対
す
る
不
安
な
ど
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
17
日
土

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

相
談
内
容
／
遺
言
・
相
続
・
農
地

　

の
有
効
活
用
・
各
種
行
政
手
続

申
込
方
法
／
３
月
16
日
金
ま
で
に

　

電
話
で
申
し
込
み（
予
約
優
先
）

問
茨
城
県
行
政
書
士
会

　

県
南
支
部
（
若
山
）

　

☎
４
３
・
０
５
３
６

募

集

第
20
回
茨
城
県
ゆ
う
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

▼
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
身
障
が
い

児
者
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深

め
、
平
成
31
年
に
茨
城
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ

の
気
運
を
高
め
る
た
め
、
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
協
会
主
催
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
に
ち
／
５
月
27
日
日
ほ
か

場
所
／
笠
松
運
動
公
園
ほ
か

種
目
／
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競

技
・
陸
上
競
技
な
ど

申
込
期
限
／
３
月
９
日
金

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
７
）

高
齢
者
の
外
出
の
き
っ
か
け
に

第
４
回
い
き
い
き
活
動
事
業

参
加
者
募
集

▼
イ
ト
ウ
製
菓
の
工
場
見
学
後
、

廣
瀬
商
店
の
酒
蔵
を
見
学
し
ま
す
。

日
に
ち
／
３
月
22
日
木

※
午
前
９
時
に
い
し
お
か
イ
ベ
ン

ト
広
場
集
合
。
９
時
10
分
出
発
。

定
員
／
25
人
程
度

※
定
員
超
過
時
は
今
年
度
初
参
加

者
を
優
先
し
て
抽
選
で
決
定
。

付
添
者
も
一
人
ま
で
申
込
可

参
加
費
／
無
料

　
（
昼
食
代
は
自
己
負
担
）

申
込
期
間
／
３
月
１
日
木
～
９
日
金

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
窓
口

✿
生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業

問
1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

３月 12 日月 ～ ４月 13 日金
　　石岡市奨学生を募集！

イ

ベ

ン

ト

相

談

３月 14 日水  午前 11 時
　第 2 回全国一斉情報伝達訓練

▶地震や武力攻撃などの非常事態に
備え、全国瞬時警報システム（Ｊア
ラート）による訓練が行われます。
防災無線から訓練放送が流れます。
ご理解・ご協力をお願いします。
日時／３月 14 日水 午前 11 時
放送内容／♪上りチャイム→「これ
はＪアラートのテストです」×３回
→「こちらは、ぼうさいいしおかで
す」→♪下りチャイム
Ｊアラートとは？／国民保護情報、特
別警報、緊急地震速報などの緊急情報
を瞬時に伝達するシステムです。
問1防災対策課（内線 258）

　　　　　　　１１　　広報いしおか３月１日号　№２９８

申込資格／①～③すべてに該当
①平成 30 年３月末現在、保護者が
市内に１年以上在住している人
②人物・学力ともに優秀で、経済的
理由から修学が困難な人
③平成 30 年度の高等学校または高等
専門学校在学者（予定者を含む）
採用予定人数／ 14 人
支給額／年額８万円
申込方法／募集要項を確認のうえ、
窓口へ直接申し込み。
※願書などの様式は窓口・市ＨＰに
あります。

問2教育総務課（内線 1254）

広　告　掲　載　欄



市役所への問い合わせ
1 石岡市役所　　☎ 23-1111（代表）
2 八郷総合支所　☎ 43-1111（代表）
●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）
　☎ 0800-800-7766
●石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/

情報ネットワーク

軽
自
動
車
等
の
廃
車
手
続
・

名
義
変
更
は
お
早
め
に

▼
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
時

点
の
車
両
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
普
通
自
動
車
の
自
動
車
税
と

異
な
り
還
付
制
度
が
な
い
た
め
、

仮
に
平
成
30
年
４
月
２
日
に
廃
車

や
名
義
変
更
（
譲
渡
）
の
手
続
き

を
し
て
も
、
平
成
30
年
度
分
を
全

額
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
４

月
２
日
以
降
に
取
得
手
続
き
し
た

人
に
は
平
成
30
年
度
分
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
）。
手
続
き
に
必
要
な

書
類
は
、
車
両
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
各
手
続
場
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
土
浦
・
茨
城
・
茨
ナ
ン
バ
ー
で

　

三
輪
以
上
の
軽
自
動
車

手
続
場
所
／
軽
自
動
車
検
査
協
会

　

茨
城
事
務
所
土
浦
支
所

　
（
つ
く
ば
市
島
名
３
９
１
５
）

☎
０
５
０
・
３
８
１
６
・
３
１
０
６

②
土
浦
・
茨
城
・
茨
ナ
ン
バ
ー
の

　

小
型
特
殊
自
動
車
（
耕
運
機
・

　

ト
ラ
ク
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

　

ト
）、
軽
二
輪
車
・
小
型
二
輪

　

自
動
車（
排
気
量
１
２
５
ｃ
ｃ
超
）

手
続
場
所
／
茨
城
運
輸
支
局

　

土
浦
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　
（
土
浦
市
卸
町
２
︲
１
︲
３
）

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
１
８

※
土
浦
・
茨
城
・
茨
ナ
ン
バ
ー
の

　

小
型
特
殊
自
動
車
は
土
浦
自
動

　

車
検
査
登
録
事
務
所
で
の
手
続

　

後
、市
へ
の
申
告
も
必
要
で
す
。

③
石
岡
市
・
八
郷
町
ナ
ン
バ
ー
の

　

原
動
機
付
自
転
車
・
ミ
ニ
カ
ー

　
（
排
気
量
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
）、

　

小
型
特
殊
自
動
車
（
耕
運
機
・

　

ト
ラ
ク
タ
ー・フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
）

手
続
場
所
／
本
庁
税
務
課
、

　
　
　
　
　

支
所
市
民
窓
口
課

手
続
期
限
／
３
月
30
日
金

※
③
は
本
庁
税
務
課
の
み
４
月
１

日
日
（
臨
時
窓
口
開
設
日
）
も
受

け
付
け
ま
す
。

問 

1
税
務
課
（
市
民
税
担
当
）

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
１
１
０
１
）

※
３
月
16
日
か
ら
は
こ
ち
ら

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

平
成
30
年
度
は
固
定
資
産
の

　
　    

評
価
を
見
直
し
ま
す

▼
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
時

点
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の

所
有
者
が
、
そ
の
固
定
資
産
の
価

格
（
評
価
額
）
を
も
と
に
算
定
し

た
税
額
を
納
め
る
税
金
で
す
。

　

固
定
資
産
税
を
算
出
す
る
基
礎

と
な
る
価
格
（
評
価
額
）
は
景
気

動
向
や
需
給
事
情
な
ど
で
変
動
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
土
地
と
家
屋

の
評
価
額
は
「
固
定
資
産
評
価
基

準
」な
ど
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
、

３
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
一
連
の
価
格
見

直
し
作
業
が
「
評
価
替
え
」
で
す
。

基
準
年
度
に
見
直
さ
れ
た
評
価
額

は
原
則
３
年
間
据
え
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
事
業
用
資
産
で
あ
る
償
却
資
産

は
「
評
価
替
え
」
の
見
直
し
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

問
1
税
務
課
（
資
産
税
担
当
）

　
（
内
線
１
１
８
）

土
地
や
家
屋
な
ど
の

   

評
価
額
を
縦
覧
で
き
ま
す

▼
固
定
資
産
税
の
評
価
額
が
、
他

の
土
地
・
家
屋
と
比
較
し
て
適
正

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
償
却
資
産
は
対
象
外
）。

知

ら

せ

子育て世代の皆さん、ご活用ください
電子書籍版「広報いしおか」
パソコンやタブレット端末から、広報
紙を電子書籍で読むことができます。

問1秘書広聴課（内線 213）

イバラキイーブックス ⬅検索

広報いしおか３月１日号　№２９８　　１２　　　　　　　
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点検してますか？住宅用火災警報器
▶定期的に点検ボタンを押して作動確
認をしてください。電子部品の寿命や
電池切れで作動しなくなることがあり
ます。交換時期は 10 年が目安です。
※住宅用火災警報器の設置は義務です。
感震ブレーカーをつけましょう！
▶地震によって発生する火災の６割以
上が電気を原因とする電気火災。感震
ブレーカーは、設定値以上の揺れを感
知した場合に、自動でブレーカーを落
として通電火災を防ぎます。
悪質な訪問販売に注意
▶消防関係者を名のり、消火器などの
防災機器等を不正販売する業者がいま
すが、消防署で防災機器等の販売は一
切行っていません。
問石岡市消防本部 予防課
　☎ 23-0119

縦
覧
期
間
／
４
月
２
日
月
～
５
月

１
日
火
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

場
所
／
市
役
所
本
館
１
階
税
務
課

対
象
／
①
固
定
資
産
税
（
土
地
・

家
屋
）
の
納
税
者
②
納
税
者
か
ら

の
委
任
状
に
よ
り
委
任
を
受
け
た

代
理
人

手
数
料
／
無
料（
コ
ピ
ー
は
不
可
）

注
意
事
項
／
本
人
確
認
の
た
め
運

転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
の

提
示
が
必
要
で
す
。
縦
覧
と
は
別

に
４
月
２
日
か
ら
、
新
年
度
の
名

寄
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
閲
覧
は
自
分
の
資
産
の
み
。

問
1
税
務
課
（
資
産
税
担
当
）

　
（
内
線
１
１
８
）

3 月 1 日～ 7 日は
　　　　　春の火災予防運動

火の用心 
　ことばを形に 習慣に

参
加
者
募
集

　
　

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

▼
市
で
は
平
成
27
年
に
人
口
減
少

に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
た
め
の
総

合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
行
政
だ
け
で
な
く
、
民

間
企
業
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
体

と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
／
３
月
20
日
火

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

　

ひ
ま
わ
り
の
館

内
容
／
「
ポ
ス
ト
生
産
主
義
下
に

お
け
る
未
来
創
造
～
交
流
に
よ
る

農
村
振
興
～
」
と
題
し
て
、
農
村

観
光
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

を
導
入
し
、
地
域
の
持
続
性
を
高

め
る
ド
イ
ツ
中
山
間
地
域
の
事
例

か
ら
、
農
山
村
の
持
続
性
を
高
め

る
方
法
を
考
え
ま
す
。

講
師
／
小
原
規
宏
氏
（
茨
城
大
学

准
教
授
）

参
加
費
／
無
料

定
員
／ 

３
０
０
人

申
込
方
法
／
電
話
で
政
策
企
画
課

に
申
し
込
み

問
1
政
策
企
画
課
（
内
線
２
２
３
）

地域おこし協力隊の活動報告会も同時開催
（午後 6 時 40 分から 30 分程度）

▶講演会の前には、報告
会を行います。
地域おこし協力隊／
井上岳（観光交流分野）
田中楓（中心市街地活性
化分野）
瀧田暁月（移住定住分野）
大重雄暉（農林業分野）

（写真左から）

平成 29 年度 操法大会

　　　　　　　１３　　広報いしおか３月１日号　№２９８
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市長日記

２
月
３
日

未
来
へ
の
眼
差
し
（
そ
の
２
）

　

車
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
、
比

較
的
新
し
い
発
明
品
で
あ
る
自
転

車
は
、
近
年
新
し
い
要
素
が
加
わ

り
革
命
的
な
進
化
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
最
近
の
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
（
以
下
、ア
シ
ス
ト
車
）

で
す
。
な
ん
だ
電
動
自
転
車
か
、

そ
う
思
う
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

私
も
そ
う
で
し
た
。

　

し
か
し
、
１
月
13
日
に
ア
シ
ス

ト
車
の
実
証
実
験
レ
ー
ス
で
、
実

際
に
自
分
が
乗
っ
て
み
る
と
、
そ

の
圧
倒
的
な
乗
り
心
地
に
、
考
え

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

実
証
実
験
レ
ー
ス
に
は
、
私
を

含
め
４
人
が
参
加
し
、
そ
の
う
ち

２
人
は
全
国
規
模
の
自
転
車
レ
ー

ス
に
も
出
場
経
験
の
あ
る
ア
ス

リ
ー
ト
で
、
フ
ル
カ
ー
ボ
ン
の
高

級
愛
車
に
乗
っ
て
颯
爽
と
登
場
で

す
。
電
動
ア
シ
ス
ト
組
は
私
と
23

歳
の
柔
道
ボ
ー
イ
く
ん
で
、
そ
れ

ぞ
れ
電
動
７
段
ギ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ

タ
イ
プ
と
電
動
マ
マ
チ
ャ
リ
に

乗
っ
て
の
挑
戦
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
か
ら
筑
波
山
中

腹
つ
つ
じ
ヶ
丘
ま
で
の

約
８
キ
ロ
。
ゴ
ー
ル
の

つ
つ
じ
ヶ
丘
は
標
高

５
３
０
ｍ
、
平
均
斜
度

９
度
と
い
う
難
関
で
こ

れ
に
は
私
も
自
信
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
う
も
言

え
な
い
の
で
、
同
日
の
早

朝
、
自
宅
か
ら
裏
山
の
浅

間
山
頂
（
３
４
５
ｍ
）
ま

で
ア
シ
ス
ト
車
で
登
っ

て
み
る
と
、
こ
れ
が
ビ
ッ

ク
リ
。
急
坂
・
難
所
も
後
ろ
か
ら

押
さ
れ
る
よ
う
に
グ
ン
グ
ン
走
っ

て
い
き
ま
す
。楽
々
頂
上
に
着
き
、

適
度
な
運
動
に
快
適
さ
を
覚
え
る

ほ
ど
で
し
た
。

　

ア
シ
ス
ト
車
の
ア
シ
ス
ト
比
は

平
成
20
年
に
１
対
１
か
ら
１
対
２

に
か
わ
り
、
乗
り
心
地
が
格
段
に

向
上
し
ま
し
た
。
以
前
よ
り
人
へ

の
ア
シ
ス
ト
が
パ
ワ
フ
ル
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

午
後
２
時
30
分
、
い
よ
い
よ
茨

城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
ス
タ
ー

ト
で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
坂
を

進
ん
で
い
き
ま
す
が
、
ア
ス
リ
ー

ト
の
２
人
は
余
裕
し
ゃ
く
し
ゃ
く

と
背
後
に
付
い
て
来
ま
す
。

　

小
幡
宿
を
過
ぎ
、
ゆ
り
の
郷
に

差
し
掛
か
る
あ
た
り
か
ら
、
坂
道

は
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

カ
ー
ブ
が
多
く
な
り
、
急
坂
が
続

き
ま
す
。
少
し
呼
吸
が
速
く
な
っ

た
の
を
感
じ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
余
裕
で
す
。

　

湯
袋
か
ら
国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね

へ
向
か
う
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
を
曲

が
り
、勢
い
つ
け
て
走
る
も
の
の
、

２
人
の
ア
ス
リ
ー
ト
は
ピ
ッ
タ
リ

と
付
い
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
加
速

し
引
き
離
そ
う
と
し
て
も
、
２
人

は
鼻
唄
混
じ
り
で
す
。

　
「
さ
す
が
電
動
ア
シ
ス
ト
、
こ

の
調
子
な
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
50
分
を

切
り
ま
す
ね
」「
こ
の
先
の
カ
ー

ブ
か
ら
、
傾
斜
が
き
つ
く
な
り
ま

す
よ
」
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
声
が

背
後
か
ら
聞
こ
え
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
渓
谷
の
看
板
を
横
目

に
、
風
返
し
の
料
金
所
跡
を
抜
け

る
と
、
急
勾
配
の
坂
道
が
グ
ル
グ

ル
と
続
き
、
最
大
の
難
所
に
差
し

掛
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
体
力
的
に
は
ま
だ
ま
だ
余
裕

と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

　
「
も
う
す
ぐ
で
す
よ
、
こ
の
先

の
直
線
を
曲
が
る
と
、
つ
つ
じ
ヶ

丘
の
駐
車
場
、
ゴ
ー
ル
で
す
」

　

余
裕
あ
る
サ
ポ
ー
ト
に
、
半
分

苛
立
ち
な
が
ら
、
私
は
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
ピ
ッ
タ
リ
と

付
い
て
き
て
、
そ
の
ま
ま
同
時
に

ゴ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
電
動
ア
シ
ス
ト
、
恐
る
べ
し
」

「
参
り
ま
し
た
」こ
れ
が
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
の
本
音
で
し
た
。

　

ア
シ
ス
ト
車
の
実
証
実
験
レ
ー

ス
は
、
引
き
分
け
に
終
わ
り
ま
し

た
が
、
44
分
の
タ
イ
ム
は
立
派
な

記
録
だ
そ
う
で
す
。
特
に
マ
マ

チ
ャ
リ
の
柔
道
ボ
ー
イ
く
ん
は
頑

張
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
高
級
ロ
ー

ド
レ
ー
サ
ー
で
も
私
で
は
完
走
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
難
易
度
の
高
い

コ
ー
ス
で
し
た
。
し
か
し
、
ア
シ

ス
ト
車
な
ら
、
心
地
良
い
運
動
を

し
た
程
度
に
感
じ
、
そ
の
力
に
正

直
驚
き
ま
し
た
。

　

近
い
将
来
、
ア
シ
ス
ト
比
１
対

３
の
前
輪
２
輪
、
後
輪
１
輪
の
３

輪
ア
シ
ス
ト
自
転
車
が
出
現
す
る

と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
あ
り
「
こ

の
先
に
は
自
転
車
の
未
来
が
あ

る
」
と
い
う
の
も
大
げ
さ
で
は
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

パ
ワ
ー
が
あ
り
安
定
し
た
３
輪

の
ア
シ
ス
ト
車
な
ら
、
子
ど
も
を

乗
せ
た
お
母
さ
ん
や
脚
力
の
弱
っ

た
高
齢
者
で
も
十
分
に
使
え
ま

す
。
災
害
時
に
は
、
渋
滞
な
し
に

避
難
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ

こ
に
、
少
子
化
・
高
齢
化
対
策
の

カ
ギ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
、
自
転
車
専
用

レ
ー
ン
な
ど
の
環
境
整
備
を
し
た

う
え
で
の
こ
と
で
す
が
、
り
ん
り

ん
タ
ウ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
は
欠
か
せ
な

い
ツ
ー
ル
に
な
り
そ
う
で
す
。

文　

今
泉
文
彦

市

長

日

記

vol.44

▲筑波山中腹つつじヶ丘までの坂道もアシスト車なら楽に走れました
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まちかど情報センターニュース

平
成
29
年
度

「
い
し
お
か
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
展
」

期
間
／
３
月
24
日
土～

４
月
４
日
水

い
し
お
か
雛
巡
り

「
歴
史
絵
巻
情
景
飾
り
」

期
間
／
～
３
月
７
日
水
ま
で

「
ど
う
な
っ
て
い
る
？

わ
が
ま
ち
の
防
災
」

日
時
／
３
月
14
日
水
午
後
２
時
～

▼
地
震
や
原
発
事
故
な
ど
の
非
常

　

事
態
へ
の
対
策
を
学
び
ま
す
。

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
あ

　

い
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぶ
。
初
め

　

て
の
人
大
歓
迎
で
す
。

日
時
／
３
月
19
日
月

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～

３
時
・
午
後
３
時
～
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

▼
参
考
彩
色
、
お
手
本
を
見
な
が

　

ら
、
墨
・
顔
彩
・
色
鉛
筆
・
不

　

透
明
水
彩
な
ど
で
彩
色
し
て
い

　

く
だ
け
で
、
仏
画
の
基
礎
が
身

　

に
つ
き
ま
す
！

日
時
／
３
月
17
日
土
午
後
１
時
～

講
師
／
秋
元 

了り
ょ
う
で
ん典
氏

サ
ン
ド
市

▼
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
周
辺

　

で
17
日
土
開
催
！
参
加
者
募
集

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

▼
新
鮮
野
菜
や
手
作
り
品
の
販
売

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日
（
今
月

　

は
７
日
）
午
前
10
時
か
ら

３
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

心
と
体
の
健
康
相
談

・
毎
週
水
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

折
り
紙
教
室

・
３
月
24
日
土

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

ち
り
め
ん
小
物

・
３
月
17
日
土

　

午
後
１
時
か
ら

まちかど情報センターとは？
　NPO 法人まちづくり市民会議
が運営している中心市街地にある
施設です。まちづくり市民会議は、
市民参加型のまちづくりを目指す
NPO で、子どもたちによる手づ
くりのお化け屋敷、商店街でのハ
ロウィンパレード、石岡の歴史を
テーマにした雛飾りなど、子ども
から大人まで、まちを楽しむきっ

かけをつくっています。
　本センターは、石岡駅西口から
徒歩 10 分。センター前に専用駐
車場（5 台程度）、土橋通りに臨
時駐車場があります。
問まちかど情報センター
☎ 27-5171
開館時間／午前 10 時～午後 8 時
休館日／木曜日

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

ギ
ャ
ラ
リ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

ま
ち
か
ど
学
習
会

■第 35回　1月 15 日①
団体／「石岡ハーモニーネット」の皆さん
▶石岡ハーモニーネットは、食・子育て・国際
交流・情報など様々な分野で活動し、男女共同
参画社会の実現を目指すグループです。
テーマ／女性が安心して子育てできるまち・女
性が輝くまちづくり 
参加者／８人
参加者からの意見／
・自転車利用のメリッ
トを最大限に生かす。

「（仮称）りんりんタウン構想」は、中学校のス
クールゾーンをまず整備し、安全を確保した上
で実施してほしい。
・女性からの視点も大切なので、女性職員の管
理職登用を増やしてはどうか。

■第 36回　1月 15 日②
団体／「石岡私立幼稚園連絡協議会」の皆さん
▶これからの子育てや幼稚教育の環境について
活発に意見交換をしました。

テーマ／石岡市の子育て環境の充実 
参加者／ 13 人
参加者からの意見／
・県のモデル事業とし
て年中児対象の５歳児
健康相談があった。成
長過程での異変などの早期発見につながること
があり、全幼児を対象として実施してほしい。
・子どもの発達についての相談窓口や、親とし
て知識を得られるような講演会などの開催をし
てはどうか。

市長と話そう！タウンミーティング開催報告

塗
り
絵
で
敦
煌
仏
画

　　　　　　　１５　　広報いしおか３月１日号　№２９８



「
子
ど
も
に
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を

や
ら
せ
た
い
」
と
考
え

て
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
。
現
在
、

石
岡
市
に
は
10
種
目
42
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
あ
り
、
８
０
０
人
以

上
の
子
ど
も
た
ち
が
加
入
し
て
い

ま
す
。

※
原
則
、
小
学
生
以
上
が
対
象
。
募

集
年
齢
は
団
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
参
加
す
る
と

1
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き
る

▼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
違
う
学

年
、
団
に
よ
っ
て
は
違
う
地
域
の

子
ど
も
た
ち
も
活
動
に
参
加
し
て

い
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
友
人
・

仲
間
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
子
ど
も
の
社
会
性
が
身
に
つ
く

▼
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
協
調
性
、
社
会
の
ル
ー

ル
、
思
い
や
り
の
こ
こ
ろ
な
ど
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
人
々
が
つ
な
が
っ
て
い
く

▼
各
団
に
は
、
指
導
者
、
保
護
者
、

地
域
の
人
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が

関
係
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成

長
を
見
守
り
な
が
ら
、
大
人
に
も

地
域
と
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
す
。

参
加
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
？

▼
原
則
、
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ

直
接
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
が

「
ど
の
よ
う
な
種
目
が
あ
る
か
わ

か
ら
な
い
」「
近
所
で
活
動
し
て

い
る
少
年
団
の
代
表
が
わ
か
ら
な

い
」
な
ど
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

　
（
石
岡
運
動
公
園
体
育
館
内
）

　

☎
２
６
・
７
２
１
０

スポーツ情報

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
長
杯
剣
道
大
会

１
月
21
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

団
体
戦

優
勝
／
府
中
剣
友
会
Ａ

個
人
戦

３
年
生
以
下
の
部

優
勝
／
飯
田 

凰
太
（
林
少
年
剣

　

道
教
室
）

４
年
生
の
部

優
勝
／
山
下 

梅
冬（
府
中
剣
友
会
）

５
年
生
の
部

優
勝
／
窪
田 

陽
斗（
府
中
剣
友
会
）

６
年
生
の
部

優
勝
／
飯
田 

悠
太
（
林
少
年
剣

　

道
教
室
）

１
月
13
日
、
ふ
れ
あ
い
の
里

石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館
で
、

平
成
29
年
度
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
女
性
指
導
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。
県
内
各
市
町
村

か
ら
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

関
係
者
が
参
加
し
、
石
岡
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
は
、
25
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
順
天

堂
大
学
女
性
ス
ポ
ー
ツ
研
究
セ
ン

タ
ー
長
の
小
笠
原
悦
子
氏
が
「
女

性
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
の
た
め
の
身

体
的
・
心
理
的
・
社
会
的
課
題
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
指
導
者
協
議
会
運
営
員
を
座

長
に
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
現
状

と
課
題
」「
指
導
者
と
し
て
心
掛

け
て
い
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

課
題
や
指
導
者
の
あ
り
方
な
ど
、

様
々
な
視
点
か
ら
意
見
が
出
さ

れ
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結　

果

▲たくさんの女性指導者が参加したグループワークの様子

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

女
性
指
導
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

▲開会のあいさつをする菱沼石岡市スポーツ少年団副本部長

一
人
で
も
多
く
の
青
少
年
に
ス
ポ
ー
ツ
の
歓
び
を
！

　
　
　石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

団
員
募
集
中
！

2019 年には茨城県で
国体が開催されるよ！

スポーツ少年団で一生の思い出を
作ってみませんか？
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統
計
的
に
３
月
が
多
い

　

職
場
や
学
校
な
ど
で
環
境
の
変

化
が
起
こ
り
や
す
い
３
月
は
、
統

計
的
に
自
殺
す
る
人
が
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県

で
は
毎
年
３
月
を
「
茨
城
県
自
殺

防
止
月
間
」
と
し
て
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
の
現
状

　

全
国
の
自
殺
者
数
は
平
成
15
年

の
３
万
４
４
２
７
人
を
ピ
ー
ク
に

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
平
成

28
年
も
２
万
１
８
９
７
人
と
依
然

と
し
て
高
い
数
値
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
茨
城
県
全
体
で
は
、
平
成

28
年
に
４
８
２
人
の
方
が
自
殺
で

亡
く
な
っ
て
お
り
、
対
策
が
急
務

と
い
え
ま
す
。

20
代
・
30
代
の
死
因
第
一
位

　

全
国
の
20
代
・
30
代
の
死
因
第

一
位
は
自
殺
で
す
。
全
体
の
自
殺

者
数
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
若
年

層
の
自
殺
死
亡
率
は
、
依
然
と
し

て
横
ば
い
傾
向
で
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、「
門
番
」

と
い
う
意
味
で
、家
庭
や
職
場
で

自
殺
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
話
を

受
け
止
め
、専
門
相
談
機
関
に
つ

な
ぐ
役
割
が
期
待
さ
れ
る
人
の
こ

と
で
す
。一
人
ひ
と
り
が
周
り
の

人
の
サ
イ
ン
に
「
気
づ
く
」
こ
と

で
助
か
る
命
も
あ
り
ま
す
。
大
切

な
人
の
変
化
に
気
づ
い
た
時
は
、

声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

健康ガイド

こころといのちの電話相談
▶こころの悩み事などに、専門
の相談員が電話で相談に応じま
す。秘密は厳守されます。
日時／毎月第２火曜日
　午前９時～正午
　午後１時～４時
電話番号／ 43︲6655
　（八郷保健センター内）

保健センターで直接相談
こころの健康相談※要予約
▶こころの健康相談が無料で受
けられます。お気軽にご利用く
ださい。
日時・場所／
3 月   7 日⺢ 八郷保健センター
3 月 19 日⺼ 石岡保健センター
時間／
　午後１時 30 分～ 3 時 30 分
※予約は各保健センターまで

手軽にセルフチェック！
　「こころの体温計」
▶「こころの体温計」は携帯電
話などから、気軽にストレスや
落ち込み度をチェック
できます。心の健康を
守るためにぜひご利用
ください。
ＨＰ https://fi shbowlindex.jp/
　ishioka/

寄
り
添
う
、
支
え
あ
う
、
つ
な
が
り
あ
う
。

３
月
は
、
茨
城
県
自
殺
防
止
月
間
で
す
。

　身近な人のサインに気づいたら
ゲートキーパーとしての心得

変化に気づく 耳を傾けねぎらう

支援先につなげる 温かく見守る

家族や仲間の変化に気づ
き、声をかける

本人の気持ちを尊重し、
耳を傾ける

早めに専門家に相談する
よう促す

温かく寄り添いながら、
じっくりと見守る

各種相談窓口

問石岡保健センター
　　☎ 24︲1386
　八郷保健センター
　　☎ 43︲6655

いばらき
こころのホットライン
▶県では、うつ病などの精神疾
患やこころの健康に関する相談
をお受けしています。周囲で悩
んでいる人へご紹介ください。
平日／☎ 029︲244︲0556
土日／☎ 0120︲236︲556
時間／（平日・土日とも）
　午前９時～正午
　午後１時～４時

と
で
す
。一
人
ひ
と
り
が
周
り
の

人
の
サ
イ
ン
に
「
気
づ
く
」
こ
と

で
助
か
る
命
も
あ
り
ま
す
。
大
切

な
人
の
変
化
に
気
づ
い
た
時
は
、

　身近な人のサインに気づいたら　身近な人のサインに気づいたら

変化に気づく

お気軽に
問い合わせ

ください

ひとりで悩まず、
　ご相談ください
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こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
…

▼
３
月
は
転
出
な
ど
で
住
所
が
変

　

わ
る
人
が
多
い
時
期
で
す
。

　

図
書
館
を
利
用
し
て
い
る
人
が

　

引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ

　

た
と
き
は
、
次
の
手
続
き
が
必

　

要
で
す
。

住
所
変
更
の
手
続
き

・
運
転
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
、

　

新
し
い
住
所
が
わ
か
る
も
の
を

　

持
参
し
て
、
図
書
館
の
カ
ウ
ン

　

タ
ー
で
お
手
続
き
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

※
市
外
に
転
出
さ
れ
る
場
合
、
転

　

出
先
の
市
町
村
に
よ
り
、
今
ま

　

で
と
同
じ
よ
う
に
利
用
が
で
き

　

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

　

で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
の
変
更
も
忘
れ
ず
に
！

▼
引
越
し
は
し
て
い
な
く
て
も
、

　

登
録
し
て
あ
る
連
絡
先
が
変
更

　

に
な
っ
た
と
き
は
、
必
ず
図
書

　

館
で
変
更
の
お

　

手
続
き
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

問
中
央
図
書
館

　

☎
２
４
・
１
５
０
７

「十三塚のいわれ」
シリーズ 146
文化振興課　

☎ 43-1111（内線 1324）

　

小
幡
地
内
に
は
十
三
塚
と
呼
ば

れ
る
地
区
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地

名
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
、
一
人
の
旅
僧
が
、「
一
晩
厄

介
に
な
れ
る
山
寺
は
な
い
か
」
と

こ
の
集
落
へ
来
ま
し
た
。「
向
こ
う

に
寺
は
あ
る
が
、
行
っ
て
帰
っ
た

者
は
な
い
。
下
に
宿
場
が
あ
る
か

ら
そ
ち
ら
へ
行
き
な
さ
れ
」
と
村

人
は
注
意
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
旅
僧
は「
そ
ん
な
と
こ

ろ
に
こ
そ
泊
ま
り
た
い
。も
し
悪
人

が
い
れ
ば
、よ
く
教
え
て
善
人
に
す

る
の
が
坊
主
の
持
前
だ
か
ら
」
と

言
い
、
寺
へ
と
急
ぎ
ま
し
た
。

　

真
夜
中
、
枕
元
に
一
匹
の
大
猫

が
現
れ
「
自
分
は
こ
の
寺
に
飼
わ

れ
て
い
た
猫
だ
が
、
寺
に
大
ね
ず

み
が
住
み
つ
い
て
、
手
向
か
う
も

の
は
か
み
殺
す
。
あ
と
十
一
匹
の

大
猫
を
集
め
て
く
だ
さ
れ
ば
、
力

を
合
わ
せ
て
退
治
し
た
い
」
と
言

う
と
旅
僧
の
夢
は
さ
め
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
旅
僧
は
村
人
と
一
緒
に

大
猫
十
一
匹
を
借
り
集
め
、
山
寺

に
置
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
夜
、

寺
で
は
十
二
匹
の
猫
と
一
匹
の
大

ね
ず
み
が
大
乱
闘
、
吠
え
叫
ぶ
声

が
集
落
へ
聞
こ
え
る
ほ
ど
の
騒
ぎ

で
し
た
。
旅
僧
は
村
人
と
共
に
山

寺
へ
行
っ
て
み
る
と
、
か
み
殺
さ

れ
た
猫
の
死
骸
と
、
そ
の
中
央
に

一
匹
の
大
ね
ず
み
が
血
に
染
ま
っ

て
死
ん
で
い
ま
し
た
。

　

村
人
は
こ
れ
を
憐
れ
ん
で
猫
も

ね
ず
み
も
一
匹
ず
つ
丁
寧
に
葬
っ

て
塚
を
築
き
供
養
を
し
ま
し
た
。

そ
の
十
三
の
塚
が
、
集
落
の
名
と

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は
、
こ
の

よ
う
な
石
岡
市
に
伝
わ
る
昔
ば
な

し
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催
中

で
す
。

企
画
展

む
か
し
む
か
し
の
物
語

―
石
岡
の
昔
ば
な
し
の
世
界

期
間
／
４
月
30
日
月
ま
で

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

　
（
総
社
１-

２-

10
）

休
館
日
／
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

時の記憶

■こども図書館本の森
　おはなしのへや
おはなし玉手箱
　３月３日土
　午前 10時 30分から 
ひよこのおはなしかい
　３月８日木
　午前 10時 30分から
おはなし会
　３月 17 日土
　午前 10時 30分から

■中央公民館
おはなしフレンズ
　３月 10 日土
　午後２時 30分から

※すべて30分程度です

図書館つうしん３月の休館日：5・12・19・22・26・29 日

赤ちゃんから大人まで
どなたでも参加できます！ 平成 29年 1月～ 12 月

図書館 貸出回数ランキング

52 回
九十歳。何がめ
でたい
佐藤 愛子 /著

51 回
コンビニ人間
村田 沙耶香 /著

49 回
危険なビーナス
東野 圭吾 /著

67 回
かいけつゾロリ
のきょうふのプ
レゼント
原ゆたか /作・絵

60 回
かいけつゾロリ
の大金もち
原ゆたか /作・絵

44 回
コロコロことば
いえるかな？

42 回
うたおう！クリ
スマス

29 回
常陸國總社宮例
大祭 2013

59 回
かいけつゾロリ
のゆうれいせん
原ゆたか /作・絵

❖一般書❖❖児童書❖❖ＤＶＤ❖
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石
岡
俚
謡
会

下　

林　

白
井　

冨
喜
江

初は

る春
に
輝
く　

目
出
度
い
社

や
し
ろ

受
験
励
ま
す　

初
詣

府　

中　

稲
田　

す
み　

走
れ
若
駒　

津
軽
の
里
に

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
の　

血
統
書

東
石
岡　

惣
野
代　

英
子

嫁
と
姑
の　

狭は
ざ
ま間

も
な
く
て

心
解
け
合
う　

春
日
和

南　

台　

月
乃
香
倶
耶
姫

無
病
息
災　

願
っ
た
後
の

空
も
晴
れ
や
か　

初
詣

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉　

あ
な
た
頼
り
と　

撫
で
て
は
頼
む

機
嫌
損
ね
る　

膝
小
僧

東
大
橋　

醍
醐　

正
夫　

羽
音
す
る
よ
な　

番
つ
が
い

の
雉き

じ

が

幸
は
多
か
れ　

今
朝
の
春

山　

崎　

若
色　
　

茂　

半
て
ん
襟
巻　

石
鹸
一
つ

銭
湯
帰
り
の　

寒
の
月

鹿
の
子　

田
村　

こ
ま
く
さ

気
持
ち
新
た
に　

初
春
迎
え

仲
間
入
り
す
る　

俚
謡
会

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

東
光
台　

小
泉　

ち
よ
子

月
冴
ゆ
る
こ
の
道
と
決
め
歩
み
だ
す

高　

浜　

小
池　

さ
き
子

面
白
き
こ
と
も
無
か
り
て
落
葉
掃
く

小　

幡　

岡
野　

は
つ
子

子
ら
巣
立
ち
手
足
い
た
わ
る
冬
至
風
呂

石　

岡　

森
田　

愛
子　

狭
谷
を
武
者
切
り
裂
き
て
冬
紅
葉

旭　

台　

四
日
市
ゆ
み
子

寒
水
仙
犬
を
繋
い
だ
庭
に
咲
く

や
さ
と
俳
句
会

下　

林　

鈴
木　

邦
翠　

初
句
会
な
れ
ば
傘
寿
も
紅
さ
し
て

瓦　

谷　

石
田　

清
美　

身
の
丈
に
合
つ
た
暮
し
や
去
年
今
年

瓦　

谷　

萩
原　

梨
郷　

初
鏡
笑
ひ
ば
笑
ひ
返
し
け
り

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

石
岡
短
歌
同
好
会

旭　

台　

井
上　

ミ
チ
子

昨
日
よ
り
今
日
を
よ
き
日
に
柿
若
葉

の
木
も
れ
陽
に
見
る
光
の
ゆ
ら
ぎ

井　

関　

木
間
塚　

具
子

突
然
の
朝
の
断
水
「
困
っ
た
ね
」

蛇
口
に
ぶ
つ
ぶ
つ
つ
ぶ
や
き
止
ま
る

石　

岡　

外
川　

な
を
み

仕し

も

た

や

舞
家
の
郵
便
受
け
に
朝
刊
が

家か
じ
ん人

待
ち
詫
ぶ
雨
の
日
曜

府　

中　

山
口　

文
子　

石
岡
の
み
ゆ
き
通
り
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ス
マ
ス
近
く
夜

も
に
ぎ
は
ふ高　

浜　

大
嶋　

全
江　

信
州
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
壮を

と
こ士

ら
の

ハ
ー
レ
ー
跨
が
り
紅
葉
の
山
へ

八
郷
短
歌
会

柿　

岡　

小
林　

渥
子　

離
り
み
て
郷
の
佳よ

さ
識し

る
茶
の
間

よ
り
竹
群
ご
し
に
ひ
か
る
湖

山　

崎　

鈴
木　
　

菫　

剪
定
の
大
王
松
に
千
両
を
添
え
て

新
年
静
か
に
迎
う

山　

崎　

西
口　

は
ま
子

二
人
き
り
に
戻
る
気
安
さ
と
寂
し
さ

と
正
月
二
日
の
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン

大
村　

み
ち
ゑ

軸
も
替
え
春
に
か
け
た
る
望
み
ご
と

松
岡　

元
義　

読
み
上
ぐ
る
児
童
声
冴
ゆ
廃
校
碑

川
崎　

夫
久　

月
白
し
冬
日
は
山
に
暮
れ
急
ぐ

荒
井　

幸
子　

優
し
さ
と
気
概
に
満
ち
て
百
近
き

人
生
終
へ
し
義
父
見
事
な
り

文
化
協
会
だ
よ
り

団
体
紹
介

石
岡
華
道
同
好
会

　

石
岡
華
道
同
好
会
は
、
六
流
派

（
池
坊
・
池
坊
聖
流
・
小
原
流
・

古
流
松
藤
会
・
草
月
流
・
龍
生
派
）

13
人
の
先
生
方
と
一
緒
に
、
主
に

石
岡
地
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
ま
ち
の
文
化
一

日
体
験
コ
ー
ナ
ー
へ
の
参
加
、
石

岡
市
文
化
祭
へ
の
出
瓶
、
親
子
い

け
ば
な
教
室
の
開
講
な
ど
で
、
特

に
、
石
岡
市
文
化
祭
に
は
個
性
溢

れ
る
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
・
12
月
に
は
各
月
２
回
、

秋
の
花
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
正
月
花

と
題
し
て
、
親
子
い
け
ば
な
教
室

を
開
講
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

文芸いしおか

が
親
や
祖
父
母
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
お
花
を
身
近
に
感
じ
、
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
毎
回
趣
向

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
花
に
親
し
め
る
よ
う
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
石
岡
華
道
同
好
会

　

☎
２
６
・
１
８
５
３
（
飯
田
）

文
芸
ひ
と
く
ち
メ
モ

▼
俳
句
は
五
・
七
・
五
の
17
文
字
で

季
語
が
入
り
、短
歌
は
五
・
七
・
五
・

七
・
七
の
31
文
字
で
季
語
を
入
れ

る
約
束
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
俚
謡

（
都
々
逸
）
は
七
・
七
・
七
・
五
の
26

文
字
で
作
る
の
が
基
本
で
、
元
来

は
三
味
線
と
共
に
歌
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
古
く
か
ら

親
し
ま
れ
て
い
る
定
型
詩
で
す
。

　　　　　　　１９　　広報いしおか３月１日号　№２９８
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わが家のアイドル

石
岡
の
地
酒
で
乾
杯
！

私
た
ち
の
ま
ち
に
は
、
う
ま
い
酒
が
あ
る
。

　
　
　
　

う
ま
い
酒
を
つ
く
る
人
た
ち
が
い
る
。

月
。
い
よ
い
よ
送
別
会

シ
ー
ズ
ン
突
入
で
す
ね
。

　

感
謝
や
労
い
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
お
世
話
に
な
っ
た
上
司
、
困

難
を
共
に
乗
り
越
え
た
同
僚
、
大

切
な
仲
間
と
「
石
岡
の
地
酒
」
で

乾
杯
し
ま
せ
ん
か
。

　　

市
で
は
、平
成
26
年
３
月
に「
石

岡
の
地
酒
」
で
乾
杯
を
推
進
す
る

条
例
を
制
定
し
、
地
酒
で
乾
杯
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

問
商
工
課
（
本
庁
）

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
４
１
３
）

３
月
。
い
よ
い
よ
送
別
会

各蔵の地酒で乾杯！

府中誉（国府） 石岡酒造（東大橋）

廣瀬商店（高浜） 藤田酒造店（井関）
初代が京都から石
岡に移り寛正 3 年

（1462年）から酒蔵
を構える。「虎の子
富士泉」はすっきり
したのどごし。

2月 3日に常陸國總社宮で行われた
節分追儺祭での一斉乾杯の様子

\ カンパイ
/

　市内には 4 つの酒蔵があり、普段の晩酌で気軽に飲
めるお酒から、大切な人に贈りたい特別なお酒まで、こ
だわりの日本酒がそろっています。
　ぜひ、自分の舌で味わってみてください。

平成 29 年度に「石岡の地酒で乾杯推進協
議会（石岡商工会議所内）」が作成したオ
リジナルお猪口

安政元年（1854 年）
創業。「特醸 府中誉」
は原材米を 60% ま
で磨き、さわかやな
香味を醸し出した特
別本醸造酒。

江戸時代から続く数
軒の酒蔵が昭和47
年に共同で設立。「特
別純米 筑波」は甘
味・酸味・旨味のバ
ランスが絶妙。

文化二年（1805 年）
創業。今年新たに誕
生した「白菊 純米
原酒」は米の味が
しっかりした芳醇濃
厚な香り。

　ぜひ、自分の舌で味わってみてください。

◀（兄）ストライダー日本
一決定戦３・４才優勝・（妹）
３才で日本ランク３位 !!
２人とも次のステージＢＭ
Ｘ頑張れ！（写真左から）

月岡
田上 蓮

れ ん き

稀くん（6歳3か月）
　琉

る な

愛ちゃん（3歳7か月）

\ 掲載してみませんか？ /
　わが家のアイドルに掲載してみま
せんか？掲載を希望する人は、応募
用紙を添えて秘書広聴課にお申し込
みください。電子メールでも受け付
けています。
詳しくはQRコードから。
問 秘書広聴課
　☎ 23-1111（内線 213）
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